
〈第ゆ圖学生との対話集会〉

　平成20年度の対話集会は、12月9日（金）、午後4　　それについて大体3つくらいに分類をいたしまして、

時25分より、五十嵐キャンパスの総合教育研究棟、B　　まずは大教センター長の齋藤先生のほうから最初の3

351講義室において行われました。以下は、約2時間　　つの分類といいますのは、0、1、2についてと、3、

に及んだ対話の記録です。その雰囲気を再現するため　　　4、5それから6以降のその3つの分類ごとに図答し

に、ロ語体のままにしてありますが、一部、分かりに　　ていただきまして、それで討論ということにさせてい

くい部分は手をいれてあります。また、原則として、　　ただきたいと思います。それではまず大学全体の話と

答える立場の教職員については役職名を省いた上で名　　それから新学務情報システムについて、これから成績

字を入れ、学生の方は、匿名になっています。　　　　　評価についての部分についての回答をしてもらいます。

　また、この集会の場でお約束したことについて、場

合によっては、検討の結果実行不能であると判明した　　【齋劇

ということもあり得ますので、この点についてあらか　　　　これ録音してるの？

じめお断りしておきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　碑剛

【津田】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はい。

　それでは定刻になりましたので今日最初に学生との

対話集会が発足してから、今回は9回目になるのです　　【齋蘭

けど、全学科目に対しての対話集会としては5回目に　　　今録音してるの？と聞いたのはですね、記録が残る

なりますが、学生と教員との対話集会を開催したいと　　のが嫌だとかじゃなくて録音じゃなければ生声でしゃ

思います。ではまず会を開く挨拶をその生田先生から、　べりたかったんです。それでは0、1、2でしたっけ。

全学教育機構長からお願いいたします。　　　　　　　　お答えしますが、ただ最初にお断りしておくとですね、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　津田先生は全部回答できるとおっしゃってたんですが

【生副　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間の問題でちょっと大変かなと思っています。そし

　みなさんこんにちは。今日皆さんからは、日ごろ大　　て最後のほうの学部の問題は私たちでは分からないこ

学でいろんな勉強したりしているなかでいろんなご意　　ともあるので学部の先生方にもお伝えしますし、それ

見があろうかと思いますけども、直接私たち教員と事　　からこちらにいらしてる方がお答えくださるかもしれ

務の方もいらっしゃいますので一緒にあなた方が持っ　　ません。それを最初にお断りさせていただきます。

ている、日頃思っているいろんなことを自由に出して　　　それから最初の基本的な考えを述べさせていただき

いただいて、われわれもそれに対して話をしながら、　　たいんですけども、この会はとても大事なもんだと

要はより良い大学生活が送れるように改善できるのは　　思っているんですが、皆さんからいただいた質問なり

改善したいというふうな、真摯な気持ちでこのこれか　　要望なりでもいまや手遅れというものがございます。

らの対話をしたいと思っています。　　　　　　　　　例えば教室が暑かった寒かったとか、先生の声が小さ

　各学部からも先生がたが出てきていらっしゃいます。　いということも書かれても、それはその場で言わない

それから全学教育機構の先生方も出ておられますので　　と間に合わないので、大事な会なんですけども、教師

たぶんほとんどのことは、もちろん事務の方もいらっ　　も人問ですから、まず言っていただければ大体の先生

しゃるので、皆さん方が疑問に思っている、多分ほと　　は応えてくださるだろうと。それでだめなやつがいた

んどのことについてお答えすることができるんじゃな　　ら私に言ってください。それをお願いしたいと思いま

いかというふうに思います。また、なかにはできない　　す。

ものもあるかもしれません。そのときは是非一緒に考　　　それから次に設備の問題なんですけども、いくらこ

えていくようにお願いしたいと思います。2時間弱く　　こで要望が出ても数が少ない場合は当然なかなか聞け

らいですかね、よろしくお願いします。　　　　　　　　ないし、数が、例えば皆さんが一生懸命相談して数が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多かった場合でも、例えば学内にカラオケでも作って

【津田】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くれと言われても、それは大学の在り方と比べて無理

　どうもありがとうございました。それではですね、　　じゃないかとお答えせざるを得ないと。だから数が多

司会をさせていただく大教センターの津田といいます。　くてもそういうことになることはご承知ください。ま

今これからどのような手順で進める感じかご説明した　　あ、カラオケができたら私は多分行くとは思うんです

いと思います。まず皆さん方から出していただきまし　　けど、それはまた設備とその大学の在り方は別な問題

た事前質問の配布資料がお手元にあるかと思いますが、　なのでそのあたりはご理解をいただきたいと思います。
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　まず0番、大学全体の話ですけども、本質的な疑問　　ら来ることもあればそれぞれの学部の学務から、そう

としてですね、対話集会開催されてるけど、改善され　　やって職員の方がですね周知徹底を図っています。で

てないじゃないかという不満もいただいてますが、例　　すから制度としてはそうやって遵守させてるんですけ

えば改築の際にトイレを改善するとかですね、あるい　　ども、あとは個人個人の教員の認識かと思っています。

はこの部屋、暖房は個別のスイッチになってますね、　　皆さん方も是非そういう先生がいらしたら研究室のド

1番のところで暖房をつける時期をもっと早くしてほ　　アをたたいて催促していただければと思います。

しい、…多分これは改善されてますね？ということで、　　もう少し本質的な問題、あるいは大学の在り方につ

いろいろ皆さんからいただいて改善されているという　　いての問題の話をしたいと思うんですけど、1ページ

ことをまずご理解いただきたいと思います。それから　　目のところに、英語の先生、もしあとでご意見あった

喫煙とか車の入構の話等はまた設備のほうでお話した　　らお話し頂きたいんですけど、1ページの一番最後に、

いと思っています。　　　　　　　　　　　　　　　　同一科目において一定の評価基準を決めるべき、教養

　という具合で全部行けないんですけど、例えばGP　　の英語などは先生により教科書や評価が違う、不平等

Aという制度があるゆえに学生はGPAをあげること　　という意見をいただいています。成績評価に関して全

を優先して講義の数を削ってしまうという傾向がある　　世界的に英語能力って何なんだろうか、そういうこと

という質問を0の下から4番目にいただいています。　　も照らして授業をつくっていこうという動きはおそら

これはですね、GPAという制度がないために学生が　　く世界的にあると思います。新潟大学もそういったこ

成績を気にしなくて講義の数をむやみに増やすことよ　　とを考えていろいろやってるんですが、やはり高校と

りはこちらのほうがいいのではないかと。数を絞って　　は違うわけですね。英語の場合は最初は統一教科書か

勉強していただくほうがいいのではないかと思ってこ　　な？と思います。違いますか。それぞれ先生方の個性

ういう制度になっています。他のところ、学部のとこ　　があってこそ大学って面もあると思うんですね。つま

ろで聞いていただければいいところもあると思います　　　りそれぞれ専門にされてるのが違って、そこをもとに

し、学力の低下が目立つというのはそうなのかもしれ　　英語を教えていられるわけで、それはそれを全部同じ

ませんが、頑張りましょうとしか言えないという質問　　教科書で塗りつぶす、塗りつぶすという言い方良くな

かと思いますので、0番についてはここまでにさせて　　いでしょうか、同じ教科書でやるとそれはそれで個性

いただきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がなくなるというか、大学らしさがなくなると思うん

　次に新学務情報システム、もう新じゃないかもしれ　　ですね。そうなると最後はシラバスに書いてあるとこ

ないんですけど、こちらについてですが、これはわれ　　ろで教科書は何であって何を教えて、成績評価はどう

われも改善を図っていきたいと考えています。ですか　　なるのかっていうのを学生と教員の間で、契約という

ら是非具体的に意見を出していただきたくて、もっと　　とちょっと大げさかもしれませんが、していただいて

充実させるのはどこか、じゃあ勝手が悪いってのは　　それに基づいて授業に出ていただいて、そのうえで不

じゃあどこか、まあ、授業の検索と書いてあるんです　　公平であったとかあるいはもっと統一しろという話か

が、授業の検索のどのあたりかというのを是非寄せて　　なと、そういうふうに思っています。ですからさらに

いただいたら情報部門の先生もいらしてます。こちら　　言うならシラバスがひどい先生とかあるいはシラバス

も毎回検討していますので是非具体的に寄せていただ　　に書いてあったことをしないなんてことがあれば是非

きたいと思います。1番に関してはここまでかと思い　　教務課に言ってきていただければ、私もいろいろな学

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生からの意見を教務課の方に引き継いで対応していま

　さて2番の成績評価、ここがなかなか頭の痛い問題　　すので、もしシラバスがあまりにもひどいということ

かと思っているんですけども、まず教員のほうが成績　　であれば是非言ってきていただきたいなと思っており

等について理解が少なくて皆さんにご迷惑おかけして　　ます。

いるのもあるのではないかと認識しています。多分私　　　これは2ページだったでしょうか。．．ごめんなさい、

もそうですけども、われわれが大学生だった頃にはあ　　　1ページなんですが、単位を落としそうな入に危ない

まり成績というのは気にしない時代だったと思うんで　　ことを伝えるべきだというふうに書いてあったんです

すが、そういうことがよくないかと思っています。た　　が、このあたりは大学生は自己責任だと思いますので、

だもちろん、それをそのまま放っているわけではなく　　自分のほうで是非判断していただいて、危ないと思え

てFDというかたちで啓蒙活動をしておりますので、　　ば勉強していただくと。更に言うならば危ないと思っ

例えばシラバスも昔に比べれば成績評価等に関して詳　　ていても試験になればできる学生もいるわけですから、

しく記述されるようになりました。ですから今後の変　　教員がむやみに「おまえ危ない」と言うのも、これも

化、その展開を是非見ていただきたいと思っています。　どうかなと思っています。

　それから成績を早く出してほしいという意見も出て　　　それからこれはできればいいなと思ってること。答

たかと思いますが、これについてはですね、成績を出　　案を返してほしいという要望が（2）のほうにも入っ

す期限になるとメールが回ってきます。教務課の方か　　ていますけれども、かなり多いようです。ただ時間的
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に考えると、特に2学期の場合に、2月の最初なりに　　表ということでご紹介させていただきました。

試験をして、試験の採点がおそらく2月半ば、その時　　　　とりあえず2番はここまでにさせていただいて、あ

点で結構皆さんもう帰られたりしたり、そもそもクラ　　とで直接皆さんからご意見を聞きたいと思っています。

スがなくなっていたり、ですから同じ学生が集まって

るゼミ等ではそれができるかもしれないですが、なか　　騨田】

なかそれは難しいのかなと。ただ先生方によっては来　　　それでは今大学全体の話とですね、それから新学務

てくれたら見せるよということをやってらっしゃる方　　情報システムと成績評価についてという、全体的な回

もいるので、制度としては今のところないというお答　　答をいただいたわけですけれども、皆さん方の中にこ

えになりますが、それぞれの先生で努力されていると　　れは是非とりあげて回答してほしいというものがあり

いうことはお話しておきたいと思います。　　　　　　　ましたらまず挙げていただけないでしょうか。どうし

　そして自分の成績がそのクラスの中でどのくらいか　　ても回答してほしい、ありませんか。最初に話を、ロ

という成績分布については学務情報システムで出るよ　　をあけるというのは大変かもしれませんが。この大勢

うになっていたと思います。それを使って自分の能力　　の中でね。何かありません？なんかいろいろ書いて、

等について理解していただくのもいいのかなと思って　　例えば齋藤先生のほうから新学務情報システムについ

います。また授業の進め方ということで言えば、能力　　て具体的にもっと質問をしてもらいたいという要望が

が分かればいいということであれば、途中で小テスト　　ありましたけども、例えば人文3年の方はもっと学務

などをやっていただいて、それでどんどん学生さんの　　情報システムの内容をもっと充実させてほしいという

力が分かるように、ひとつひとつ、そのあたりも啓蒙　　ふうに質問をしているんですけど、これ具体的にどう

活動はしています。　　　　　　　　　　　　　　　　　いうことなんでしょうか。人文の方、いらっしゃいま

　それから出席について、むしろ皆さんから出席しな　　すか。なかなか声が出ないですが。学務システムの勝

いで試験だけ受ける、それでその学生が良かったりす　　手が悪いというのはどういうことなんでしょうか。

るということに対する不満というのが結構出ています。　　じゃあ、お二人だから、まずこちら。

私も突然パフォーマンスをやってそれを見ていない人

はそのときの授業は出席にならないとかですね、ホワ　　【学生】

イトボードに突然無意味な数字を書いて、後でその書　　　多分これ書いたの私だと思うんですけど、なんか6

かれた数字を出席表に書きなさいと言って、最初だけ　　ページのところにも掲示板だけでなくメールを送って

出て出席だけもらって帰っちゃう学生とかを防止して　　ほしいというふうに書いてあって、なんかたまに、例

るんですけど、なかなかこういうことを考えるのは楽　　えば人文の最初のガイダンスで後で掲示するので見て

しい反面、悲しいです。それででもやってるんですけ　　くださいとか言われて、そういうことは一応学務情報

ど、制度としては講義に5回以上出なかったらその単　　システムは一番最初自分のページ開くと出ますよね、

位はなくなるという制度を利用しています。その出席　　連絡事項が。ああいうふうに出していただける情報も

しない学生ですね。それでそれぞれの個別の先生がそ　　あれば、そこにはちょっと載せられないので、載せら

の出欠に関してどうするかというのはそのシラバスに　　れないというか、それは多分学務の方のなんか都合な

書くというかたちで制度を決めています。そして更に　　んじゃないかとちょっと思ったんですけど、できない

テストは出席しないと結構解けないようなものをつ　　ので掲示板に貼るので見に来てくださいとか。で、人

くっていこうとかですね、授業内容に合ったテストを　　文、私は情報文化なんですけど、あまり人文棟に行く

出そうというようなかたちでの啓蒙活動をしています。　機会がないんですよ。ほとんど授業が（総合）教育棟

　そこまでは制度としてできるんですが、いただいた　　　でやるので。そうするとあそこまでわざわざ見に行っ

問題のなかに制度の問題と、個人個人の問題ってのが　　て、でもあるかないかも分からない情報を毎日チェッ

どうしても絡んできます。もしかしたら、出欠につい　　クしに行くかといったら多分いかないと思うんですけ

ての細部ですが、もしかしたら講義にあまり出席しな　　ど。それを多分変えてほしいという話です。はい、お

かった人が本当にできる人で出なくてもできちゃった　　願いします。

かもしれない。それはもう個人の問題になってしまう

んですね。あるいは先生が出席しなくてもできるよう　　【津田】

なテストを作ってしまったかもしれない。そこはもう　　　先生のほうからご回答をしていただけるんでしょう

個人の問題になってしまう。ということで制度として　　か。

は5回で単位なし、で、授業内容に合ったテストを

作ってくださいというような啓蒙活動をしている。そ　　【木竜1

してシラバスにそういったことは明記してくださいと　　　部門のほうで学務情報システムを担当しています木

いうかたちで、われわれは保証しています。以下、そ　　竜と申しますけれども、一応その学務情報システムに

の制度と個人の問が絡む問題もあると思いますので代　　はそういう共通連絡機能というのを持ってまして、で
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学部であるとか学科であるとか、あるいは特定の個人　　ね。で、学生は1日1回そこを見るべきだという考え

を対象にして送り出せるようには一応なっています。　　があるんですよ。

これがまだ有効に活用されてないというのはわれわれ　　　ところがやはり最近の学生さんはいろんなところで

も気づいてまして、それで12月から1月にかけてこの　　講義があるとか、やはり長期の冬休みとか夏休みとか、

五十嵐キャンパス、更に旭町のほうも含めてわれわれ　　あまり来ないときでも掲示したいというか情報を伝え

のほうが出向きまして、こういった機能を是非ともど　　たいというときもあったりして、できれば積極的にご

んどん有効活用していただきたいということを、これ　　の学務情報システムを使って、共通連絡事項を流して

からキャンペーンをはる予定にしておりますので、今　　いただきたいというようなお願いで今、回ろうとして

後学生さんの希望に沿って、特にこういう休みのある　　います。

期問ほど、ああいう共通連絡機能はすごく機能すると

思うんですね。ですからそういうようなことがまだよ　　〔学生】

く理解されてないようなところがあって、職員の方に　　　あと、自分の科目とか書いてあるページを開くとい

教育します。そういうところは積極的に使っていただ　　うんなのがあるというか、その、自分はあまりパソコ

けるようにキャンペーンをはっていきたいと思ってい　　ンが詳しくないんで、その機能的に何か多分いろいろ

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巳　あると思うんですけど、あれが何に役立つとか、すべ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てを使えきれてない感じがあるので、何か説明書的な

1学生盟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ものがほしい。

　それを使うと携帯から見れるっていうんですね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匿木竜】

【木竜】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学生向けに学務情報システムの利用手引きというも

　携帯のほうにも転送するように管理が設定してあれ　　のが配られてるのはご存知ですか。

ば携帯でも見れます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【学生】

1津副　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多分あるんでしょうね。

　はい、じゃあ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【木竜】

［学生葺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まず冊子で配られているということと、それから

　授業を、履修するときにあの情報システムをよく使　　ウェブ上のサイトのところでPDFファイルでおいて

うと思うんですけど、その例えば11日まで履修をこの　　ありますので、そこをダウンロードしていただいて見

メールでやってくださいとか、その授業の最初に始ま　　ていただきたいということ。それからさらに分からな

る日の前日に、よく大体大人数でやるときによく止ま　　いことがあったら質問を投げていただきたいと思って

るというか、動きが遅いっていうのが一番環境カミ悪い　　おりますので。どうですかね。

というか。最近はよくは記憶にないですけど。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【学生】

1木竜】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　ありがとうございました。

　最近良くなったと思うんですが、というのはハード

的にメモリーを増やしましたから。　　　　　　　　　　【津田】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はい。
【学生】

　ありがとうございます。あと、言ったかもしれない　　匿荻】

んですけど、掲示板だけのやつとパソコンだけのやつ　　　よろしいですかね。さきほど人文学部のほうから質

というのが情報であると思うんですけど、掲示板だけ　　問がありましたので、まず私、人文学部の荻といいま

で貼ってあるやつと、メール上でしか提供してないも　　すけども、私その学務情報システムを使ってなかった

のとがあるので両方やってほしい。　　　　　　　　　んですけど、最近ようやく使うようになりまして、掲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　示板をなるべく使うようにしておりますので、どんど

休竜】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ん使っていきたいと思います。

　そうですね、私もそう思います。実際に先ほど申し　　　それからさきほど木竜先生がお話くださいましたけ

上げましたように各学部の教員の方、職員の方、その　　ども、各学部に出向いてお話をしてくださってるとい

学務情報システムのよさをよく理解していただかない　　うことですが、人文学部ではついこの間木竜先生と五

といけないところもあって、やはりどうしても従来の　　島先生をお招きしまして使い方等を勉強しましたので、

掲示物で掲示するってところがまだあると思うんです　　これから少しずつ改善されていくんじゃないかと思い
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ますのでよろしくお願いしたいと思います。なるべく　　がありましたら。．。ありませんでしょうか。よろしい

ほかの先生にもできるだけ使うようにお願いしたいと　　でしょうか。

思っております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゃあ次の3、4、5の教員の教育方法の改善につ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いて、それからカリキュラムについてですね、それか

【津畷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らいろいろアンケートについて回答をお願いします。

　はい、それでは他に新学務情報システムについて何

か皆さん方から、何かこういうふうにしてほしいとか、　　【齋劇

よろしいでしょうか。この点についてはよろしいで　　　はい、カリキュラムについてのところがかなり長く

しょうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て全部お答えできない気がしているんですけど始めた

　では次の成績評価について一応大体齋藤先生のほう　　いと思います。まず3番の教員の教育方法の案件につ

からご回答いただきましたけども、でもこれだけはど　　いてですが、プリントの作り方が雑です、なんて出る

うしても答えてほしいというものがありましたら、手　と、「もしかしてあなた私の授業に出ましたか？」と、

を挙げて質問していただきたいのですが、ありません　　ちょっとドキっとしてしまうんですけども、そういっ

でしょうか。何かご回答についてとかないかと思うん　　た授業方法の改善についてはですね、FDというもの

ですけど。工学部の学生さんからの質問がかなり多い　　をやって、今それぞれの先生方がうまくなるようなご

んですけど、工学部の先生、何か、補足のご回答あり　　とを図ってます。

ますでしょうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例えば新任の先生なんかには授業を実際やっていた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だいてそれで意見を言うようなことをやっていますし、

【鈴木】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あるいはアンケートのことは後ろにありますけども、

　工学部教員の鈴木です。工学部の成績評価につきま　　そのアンケートで学生の満足度が低い先生には、なぜ

してはシラバスのほうに定期テスト、それから講義の　　かを考えてくださいというのを出したりしています。

小テスト、こういう評価になる項目をどれくらいの割　　そんなかたちで授業の内容を高めるという啓蒙活動は

合で評価するかというのをシラバス等に記載しており　　しています。その一方で、先生の話すスビードが速す

ます。それからそれ以上の細かいことは、例えばレ　　ぎてついていけないというのは、これは是非そのとき

ポートをどのように評価するのか、例えば点数で評価　　　に言ってほしいなと思いますので、言っても速い人が

するのかABCで評価するのか、そのようなそれ以上　　いたらまた私のところに来ていただくと、そういうこ

の細かいことはシラバスのほうには記載していません　　とになるのかなと思っています。

ので、そういう細かいことが必要であれば担当の先生　　　それから先生方の出勤状況が分からないため、何度

に直i接聞いていただきたいと思っています。　　　　　　も研究室に足を運ぶことになり困ったと。学部で先生

　それから出席ですね、出席ということもありました　　方の出勤状況を把握してほしいというのがあるんです

けども工学部におきましては3分の2以上出席した学　　が、おそらく学部の教務のかたがたもそれを知りたい

生を評価対象にするということになっています。この　　と切に願ってると思うんですが、これについてはメー

ことはさきほど齋藤先生がおっしゃった5回欠席する　　ルでですね、「いついつ空いてますか」ということを

と対象にしないということと矛盾しないわけですが、　　先生に尋ねていただいて、それで行ける時間を確かめ

ですので出席というのは評価対象とするかどうかとい　　てほしいんですね。ですからいきなり行ったらそりゃ

うと判断外になりますが、出席点というのは基本的に　　お互いロスですから、そういった文明の利器を使って

与えておりません。ですので10回出席した人も15回出　　いただきたいと思っています。

席した入も出席点でいえば同じ扱いということに基本　　　それから物理学の難しい授業の話とか教科書が分か

的にはなります。ただ担当する先生によりましては、　　　りにくいとか、一応シラバス等にも書いていただいて

毎回毎回小テストというかたちで、評価を行う先生も　　そのとおりに授業をやってもらうようにこちらは改善

多いんですけど、その場合は出席していなければその　　を図っていますが、これもまたもし何かありましたら

小テストの点数は加算されてこないだろうということ　　直接言っていただかないと、ということでしょうか。

になりますので、ある意味では出席点という扱いにも　　　続いて先ほど時間がかかるだろうと申し上げたカリ

捉えられないこともないだろうと思います。基本的に　　キュラムなんですが、まず私たちもたくさん授業を出

は出席点はないということで、成績評価の対象にする　　してそれぞれの学生のみなさんたちのニーズに合った

かどうかは判断外になるかということをコメントした　　授業を開きたいと思っています。それは間違いないん

いと思います。以上ですけどもよろしいでしょうか。　　ですが、ただお金の問題があって教員の数は限られま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す。そして多忙化とかですね、あるいは最近ではお医

【津副　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　者さんの話で労災扱い云々かんぬんですごい忙しくて

　はい、ありがとうございます。それでは他に先生方　　亡くなった話もありますね。まあ、そこまで教員が授

でこれだけはという補足説明をしておきたいというの　　業をやっているかどうかは別問題として、どうしても
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その人的資源の問題があります。だからみなさんがそ　　けども、そういうこともしていますので、これはいう

れそれ全員満足できるのはおそらく残念ながら出せて　　んな先生がいろんな授業を出しているのに、学部でと

ないのかなというのは反省ではあるんですが、それの　　　じているとせっかくの授業が聴けないということで全

方策はあとでお話したいと思います。　　　　　　　　　学的に授業を開放ということでやっていますので、是

　そして時間割りに関してどうしてそうなっているの　　非そういうのも利用していただいて他の学部の科目を

とか、かなりとりにくいという話をいっぱいいただい　　使って人文社会教育科学系の単位にするとか、あるい

ているんですが、これに関してはいわゆる専門科目を　　は更にそこから興味がひろがれば副専攻ということも

担当している先生が教養に関する科目も一緒に出して　　あるわけですから、是非その自分の学部指定のところ

ますね。となるとそれを交通整理しなくちゃいけなく　　だけでなくていろいろな科目をとっていただきたいな

なって、どうしても時間割り窮屈になってしまうんで　　　と思っています。

すよ。例えば理学部の先生が自分の学部の学生に出す　　　それから受講の受付期間についてはここでは2週間

時間帯と、そうじゃなくって、一般の学生向けに化学　　程度設けられているとか云々かんぬん、いくつかご意

なり生物なりを教える時間をなんとかして工面しなけ　　見いくつかいただいてるんですが、これについては最

ればならなくなっちゃう。で、それでガイドラインと　　近学務情報システムでアンケートをとってみました。

いうものを作って、多分逆にそれが教養の授業が一部　　受付期間とか始まるまでの長さとか、始まり終わりの

に集中しすぎというような意見をいただいているのか　　時期が適切かというので、で、それによれば5％程度

と思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の回答率があったんですけど、それほど今の日程に不

　だから本音を言うと、学部の専門の科目はそこには　　便は感じていないというものが出てきたものですから、

いれないでいただいて、それで教養の科目はそこに入　　あまりその動けないところなんですが、さらにもしご

れればとれるかと思っているんですが、なにしろこれ　　意見あったらあとでいただきたいと思います。

だけ学生数があって教員もたくさんいますので、なか　　　そしてまた最初はお試しの授業みたいな感じで、そ

なか交通整理ができてないという点はお詫びしたいと　　れで2回目くらいからは正式ってのはどうかっていう

思います。ただわざとやってるわけではないというご　　意見も確か、ちょっと私の解釈で言葉を変えちゃって

とは理解していただきたいと思っています。　　　　　　ますけども、そういうのもいただいているんですが、

　さて、じゃあ、他にどういう解決があるかというこ　　ただ法令上は15回というのが正規の回数なんで、制度

となんですが、皆さんのアンケートのなかで入文系で　　上それは保障しなきゃいけないんです。で、もちろん

あったり人文社会学系であったり、いろんな言葉で表　　その中にある個人が1回目出られなくて、というのは

現されてるんですが、おそらく人文社会教育科学系と　　それは5回まで欠席OKと、なんか変な言い方ですけ

書きたいんじゃないかというふうに思ってるんですが、　ど、なのでいいんですけども、制度として1回目はお

それがとりにくいという指摘をいただいてます。で、　　試しで、あと14回というのはどうしてもできないです

逆に文系の方から理系の科目がとりにくいというのは　　ね。だからもしそういうかたちにすると16回になって

あまりないんですね。ということはつまり、工学部な　　夏休みが遅くなることになってしまうわけで、これは

り理学部なり農学部なりで、専門の科目がワッと埋　　おそらく教員も学生も望まないような気がするんです

まってるが故に人文社会教育学系の教養の科目がとり　　けど、一応その15回の確保ということでそうなってい

にくいんじゃないかと理解してるんですが、どうなん　　ます。だから試せるんだけどそれは個人のレベルで

でしょう。で、それに関してなんですけども、ひとつ　　やっていただいて、それで授業を決めて履修していた

はですね、実はあまり専門の科目が入ってないところ　　だこうと、こういうふうになっています。

を探して、工学部だと水曜1限とか木曜の3限わりと　　　それから医学部云々のことで、いくつかいただいて

ないんだなと私思ってるんですが、どうなんでしょう。　いて、これは医学部の方が書いてるからそうだと思う

そこを探してそこに移ってくださいということを言っ　　んですが、要するに旭町ということじゃないかと思っ

たりしています。そういうことはやっています。　　　　ています。医学部優先するかしないかを書いてほしい

　ただしそれだけではやはり足りないんですが、皆さ　　というのがあったんですが、多分それぞれの先生にそ

んご存知かどうか分からないんですが、例えば人文学　　れを書いていただくというのは無理なので、逆に優先

部で開講されてる專門の科目は、他学部の学生がとれ　　するものは優先と書いてくださいになるんですね、こ

ぼ教養の単位になるんですけど、それは認識されてま　　ういうものは。それでだからそれが書いてないものは

すでしょうか。で、もちろんなかには難しいのもあっ　　優先してないというふうに思っていただくのがいいの

て、他の学部の方から聞いても分からないのも当然あ　　かなと思っています。ただ旭町が大変なのは分かって

るんですけど、一応分野水準のコードをつけて3、4　　いますので、それに関しては遠隔システムというのが

といったかたちで易しいものを飽の学部の方でも分か　　できまして、こちらの授業を旭町で見ることができる

りそうなものというかたちで示してあります。現に私　　部屋が作られています。こちらで授業をしていて旭町

の科目は結構理系の方が入文の専門にきたりしてます　　のある部屋に集まっていただいて、見ていただくと。
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それで今そこで授業をしていただく先生を募ったりし　　だそれをどこで報告するかと。前の学生だけに言うと

ていますけども、まあ、そういったかたちでなんとか　　それは不公平だと思うんですよ。そうなると来年度、

それもいろいろな不備を…不備じゃないですね、医学　　非開講リストとかそういうものを作って出すという話

部の大変さを埋めていきたいと思ってるんですが、い　　になると思うんですけど、それがどれだけ決まってか

かがでしょうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら明らかにすれば役に立つのかなと。つまり皆さんが

　その次で、カリキュラムの（2）、授業内容、授業　　履修登録をするときにそれが分かっていれば、じゃあ

数についてお話したいんですけども、英語云々、ドイ　　今年のうちにとっておこうとなると思うんですが、転

ッ語3回、英語1回の英語云々に関してはもしかした　　出とか辞めるとかそういうのが分かるのはもっと後な

ら後で英語の先生からしていただくのかもしれません　　んですね。だからちょっと申し訳ないんですけども、

けど、お願いしたいと思うんですが、時間割のことに　　なかなかそれはできないのではないかなと思っていま

ついて、1限、4限に必修授業が多いのは何故か、こ　　す。

れはさきほども申し上げたんですが、専門の科目と教　　　次の3番の授業開始時間についてですが、教養の授

養の科目との絡みでどうしても指定が入ってしまって、　業が一部に集中しすぎているという話は、むしろ集中

そこに入っていってると考えられます。それから教養　　させてるんですね。そこに専門の授業を入れないでと

科目は逆に最初から授業を行ってもらいたい、先ほど　　りやすくしてるつもりなんですが、それが逆にかえっ

はお試し1回で残りが本当という感じでというのが　　てマイナス面を生んでるのかなと思っています。です

あったんですけども。で、最初から授業を行ってもら　　からこれについてはいろいろ検討してみます。個入的

いたいというのは学生として当然だと思います。ただ　　にというか、授業開設部門というところで調べてもい

こちらからの都合を申し上げると、教科書を買ってこ　　ますので、もう少し考えさせてください。開始時間を

ない学生がいたりですね、あとは出るかどうか分かり　　遅くしてほしいということはですね、後で副専攻の話

ませんと言われたりと、いろいろあるので、結局その　　にも出てきてるんですけど、副専攻の時間を確保する

中間で制度としては15回確保されていて、1回目、例　　ために昼休みを長くして、あるいは夜問の問題もあっ

えばガイダンスの回であってその内容がどうするかは　　たでしょうか、そのために前に比べると30分早くして

先生方には任されているといったとこだと思ってます。　いるんですね。ですからその点、…15分ですか？

　それから4ページの一番上ですが、初修外国語にお

いてベーシックをやっただけであまり詳しいことまで　　【荻】

勉強できないのであまり履修する意味がないのではな　　　その前は9時くらいだった。

いかというふうに書いてあるのですが、もし制度とし

て、こんなベーシックなんて意味がないということで　　【齋藤】

あれば検討したいと思うんですが、個人として自分は　　　…相当早くなっているんですが。あと、これは私の

意味がなかったということであれば、もっとやってい　　個入的な聞いた話ですけども、確か弥彦線かなんかだ

ただくか、やっていただいて意味のあるものにしてい　　と、今の時間だと本当にものすごく早く来るかちょっ

ただくという話になると思うんですね。で、一応大学　　　と遅れるかしかないと聞いた覚えがあるんですけど。

としてはベーシックは意味があるということで、ある　　ただ、まあそういったようなことでその時間になって

いはアンケート等も使ってそういうふうに判定してい　　いるとお答えせざるを得ないんですけど。

ますので、そういうのではないのをやりたい方はべー　　　それから副専攻制度についてなんですが、まず人文

シックHをとるなりスタンダードをとるということで　　に難しさがあって、そこに書いてあるんですが、実は、

対応していただきたいなと思います。　　　　　　　　　言っていいんですかね。…実は人文に限らないんです

　そしてさきほど他学部の講義がそれぞれの教養の単　　が副専攻が自課程の科目6単位まで重複可能というの

位になるというお話をしましたが、それについては当　　は来年度からなくなります。だから今の人ごめんなさ

然他学科、他学部の講義を受けやすい環境をつくって　　いという感じです。

ほしいということ、これはそのとおりだと思っていま

す。ですからこれについてはそれぞれの学部の先生方　　【佐藤】

にも、ここにもいらしてると思いますが、周知させて　　　後で答えます。

いきたいと思っています。

　それから前年度まで存在した講義が次年度に突然な　　【齋藤】

くなるということがある、ということがあったんです　　　じゃあ、後でご説明を。入文については分かりにく

が、これについては、例えば先生が他の大学に転出さ　　いということについては実はガイダンスでも分かりに

れるとかですね、そういった問題があってなかなか一　　くいので、分からない時は私のところに来てください

概にはできない点があるんですが、で、実は私も来年　　　というふうに言っていて、個人で対応したらおかしい

度、今やっている科目を1個なくすんですけども、た　　んですけども、実はそれほど難しいということで、や
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らせていただいています。　　　　　　　　　　　　　　いかどうかは別として、英語のコマ数が少ないのは、

　それから副専攻が、授業土日にやってほしいという　　ご存知かと思うんですが、国立大学が国の機関から独

のがあるんですけども、変な言い方ですが、副専攻は　　立行政法人に移った、その前後に英語を担当する教員

主専攻あっての副専攻なんですね。つまり主でやって　　の数が大幅に減ってしまったんですね。そのために前

いる人たちがいる科目に、そうでない人が出るから副　　のカリキュラムで出していたような潤沢なコマ数を提

専攻なのであって、ここに土日に副専攻科目を出すっ　　供することが残念ながらできなくなりました。それで

ていうのは主専攻の入が土日に行くってことで、そう　　今のような週、標準的には1コマという、まあ、学生

すると結局結果的には、多分これは主専攻の科目が　　のみなさんからみても私たちからみても非常になんと

あって副専攻をとりにくいからこういうのが書いてあ　　いうか遣憾としか申しがたい思いを抱くような状況に

ると理解しているんですけど、結局土日に副専攻だけ　　なっています。

を出すことはなくてですね、そこは一緒に主専攻に　　　それを補う意味で、例えばコンピューターを使った

なってしまうので、そうなるとやっぱり取りにくさは　　教材、この導入には1千万単位のお金がかかるんです

同じなのかなという理屈なんですが、分かっていただ　　けど、そういったものを何年かかけて導入して、普通

けたでしょうか、言ってること。土日に副専攻を出す　　の対面式の授業を補うようなかたちでの教育、学習の

ということは、制度上おかしくて、まあ、一応昼休み‘　機会を提供しようと努力したりしています。

に出してますけどね。Q科目は出してますが、主専攻　　　　ところで、さきほど前のところでのお話だったんで

があって副専攻なので、土日に副専攻を出すというこ　　すが、教養の英語などは先生により評価や教科書が違

とは主専攻も出すということになるんですね。なので　　う、不平等という指摘がありました。さきほど齋藤先

あまり土日に出すことは改善にならないのではないか　　生がおっしゃったように、大学の授業というのはすべ

なと私は思っています。　　　　　　　　　　　　　　て高校とかみたいに、教授内容が一律であるべきだと

　5番までやってよかったですかね。授業アンケート　　は思いません。個々の先生方の持ち味というのを活か

の話はさきほどもちょっとお答えしたんですが、書か　　して、それでバラエティに富んだ授業をやっているの

れた意見の反映の仕方は、まずはそれぞれの先生で満　　が大学の教育の重要な面じゃないかと思ってやってい

足度が低い方にはそれをフィードバック、それを戻し　　ます。

て、何故そうなっているかというのを書いていただい　　　とはいえその一方で、やはり一定の到達目標という

たりしています。それからデータを学内で公開してい　　のを具体的なかたちで明示する必要があると考えて、

ます。今ウェブで公開していると思いますので、それ　　現在のカリキュラムになったのと同時に、全学英語ハ

はさらし者にしてるわけではないのですが、それぞれ　　ンドブック、かつては副教材といいましたが、そのよ

の先生がどのように評価されてるか見ることができる　　うなものを出すことによって少しでも学生のみなさん

というかたちでアンケートを反映させていただいて、　　に分かるようなかたちで授業内容の、ある程度の標準

あと行動はどうとるかというのはもちろんそれぞれの　　化を図ろうという努力はしていますが、いまだに試行

先生の対応なんですが、制度としてはこういうものを　　錯誤を繰り返してる段階なので、まだみなさんの満足

保障していると、そういうお答えになるのかなと思い　　のいくかたちにはなっていないとしたら、それはお詫

ます。以上です。　　　　　　　　　　　　　　　　　びして今後に期待していただきたいと思います。以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　です。

【津副

　はい、ありがとうございました。それでは今の齋藤　　【津副

先生の大体の説明に対して先生方のほうで何か補足説　　　ありがとうございます。それでは他に補足説明はよ

明がありましたらお願いしたいと思いますが。まずは　　うしいでしょうか。授業開始時間につきましては、開

教授方法および態度について何かございませんでしょ　　始時問をもっと遅くしてほしいというのも毎回出てき

うか。よろしいですかね。カリキュラムについてのと　　ているんですけども、図書館なんかは早くて時問があ

ころで、かなり医学科とか保健学科とか学生さんたち　　りすぎる人たちのために早めに開館したりするように

の質問も多いんですけど何か。　　　　　　　　　　　　して、そういう対応をしたりしています。ちょっと補

　では、授業内容、授業数についてということで外国　　足をさせていただきます。

語教育の先生で何かコメントしていただけませんか。　　　では副専攻制度について。はい。

1平野】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【佐藤】

　英語教育企画開発室というところに所属している平　　　副専攻制度のところの担当しております全学教育機

野と申します。週にドイツ語が3回で英語が1回とい　　構教育企画部門というところの佐藤と申します。副専

う比率はおかしいと感じるとか、英語のコマ数が少な　　攻のほうのガイダンスなどを、前後期はじめのほうに

いという苦情はよく耳にするのですが、ドイツ語が多　　やりまして、少しでもわかりやすくなるように努力は
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してるんですけども、まだまだかと思います。　　　　　先ほども意見ありましたけど、成績評価のつけ方がお

　たださきほど6単位云々の話がありましたが、現在　　かしいとか、そういう個別の問題もありますので、こ

もう少し学生諸君に分かりやすいような副専攻のシス　　れは総合評点で分かりますので、何点か、まあ、平均

テムにしようとして、制度そのものを少しずつ変えよ　　で低い先生方はわれわれが個別に呼び出して、どうい

うとしているところです。またいろいろと間違いが多　　うふうに問題があるのか、あるいはどういうふうに改

すぎるというのは、ひょっとすると、ガイダンス用の　　善に取り組んでいただけるのかとか、そういったこと

資料、またはみなさんに配っている資料のことかと思　　をディスカッションしながら、ちょっと時間かかるん

いますので、21年度の資料に関しては聞違いなどを　　ですけど、そういうかたちで進めております。

チェックして、少しでもミスのないものを作ろうとし　　　ですから皆さんの意見がすぐに明日明後日に反映さ

ています。さきほどから話題の、6単位、これは主専　　れるわけじゃないんで、ちょっと長い目で見ていただ

攻と副専攻を兼ねて単位認定できるのが6単位という　　いて、数年とはいいませんけど、少しずつ授業の改善

ようなかたちで規則がつくられているわけで、それが　　につなげていきたいと思っていますので、長い目で見

かなり分かりにくいという、アンケート調査の結果も　　ていただきたいと思います。ただ部局によっては活用

出ていますので、なんとか学生諸君に分かりやすい方　　していただいて成果出ていると思いますので、そう

向に変えようといっています。今現在、もう来年度か　　いったとこはわれわれも全学的なアンケート結果の活

ら変えますという約束はできませんが、分かりやすい　　用に使っていきたいと思います。

方法に変えていくという努力を現在進行中といえます

ので、なるべく来年度から分かりやすくしたいと思い　　【津剛

ます。以上です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業評価アンケートについて理学部の学生さんと工

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学部の学生さんから質問がきているんですけど、理学

【津副　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部なんかは、何か対応されてます？それのご説明をし

　はい、ありがとうございました。それでは授業評価　　ていただきます。工学部は確か何かやってらっしゃる

アンケートについてちょっとコメントをお願いします。　　と思うんですけど。

【森井】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【立石】

　全学教育機構の教育支援部門を担当しています、森　　　理学部の学務委員長をしています立石といいますが、

井と申します。授業評価についてさきほどの齋藤先生　　授業アンケート、私遅れてきまして申し訳なかったん

に補足させていただきます。このアンケート、制度で　　ですが、全体の流れ分からないんですけども、これは

はございませんのですぐに皆さん、アンケート結果に　　Gコードに関するアンケートということでしょうか。

反映される性質ではないということを前提にお話を聞

いてください。それとさきほど齋藤先生からお話あり　　【津副

ましたように、ウェブにあげているアンケート結果、　　　いや、全部。全学科臥授業アンケート…

実はこれ非常に重要な意味を持ちまして、授業が各先

生で個別なものではない、オープンなものであるとい　　【立石】

うのが共通認識としてあって、これは教員側の意識な　　　理学部の科目に関わって専門科目に関わったら、そ

んですけど、授業をオープンに運営したらどうかとい　　のアンケートの結果をいかす方策についてはですね、

うことも言われているんですね。全学的に認識が高ま　　どのみちとっているわけですけど、Gコードに関して

りつつあります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　は理学部としては特別に方策を取ってるわけではあり

　それで少しずつ重要なアンケート、反映されてるん　　ませんので。

ですけど、ただそれだけでは効果でてきませんので、

今われわれ教育支援部門のほうで、まずアンケート結　　【津副

果を活用して、全体的に教育のレベルのボトムアップ　　　では、理学部の専門科目ですか。

ですね、いい先生をあげるというのは自分でできるの

でいいんですけど、ちょっとまだ学生さんに不満があ　　【立石】

る先生方に対して、底上げをしていくという方向で取　　　理学部の専門科目です。これは理学部の専門科目に

り組んでいます。総合評価ということで出てきました　　ついてもそれぞれセメスター等アンケートをとらせて

んで、そういったかたちでどういったところに力をい　　いただいて、そしてそこに書かれたアンケートに関

れれば授業が魅力あるものかというか、そういったこ　　わって、学生さんから出された意見を個別の先生方が

とを宣伝して、各先生方に意識を持ってもらう、そう　　どのように改善するかということを、現在はそれぞれ

いう取り組みをしております。　　　　　　　　　　の学生にかえすシステムをとっているはずです。もち

　ただそれだけですと、まだ皆さん学生さんが個別の、　うん高く評価される先生ももちろんおられるわけです
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けど、そのなかでもこういったのを改善してほしいと　　ますか。

いう要望が出てきているアンケートの結果については、　　あと齋藤先生がさっきちょっとおっしゃったんです

それなりの学科の中で議論をするとともに、その議論　　けど、6単位までってのがなくなるって話ちょっと出

の結果にもとついて先生がこのように改善をするとい　　たと思うんですけど、それって今副専攻を考えてる人

う方策を、少なくとも半年遅れになるかもしれません　　にとっては大きい問題だと思うんですけど、今決まっ

けども、次のセメスターが始まるときに出すようにし　　てることだけでも教えていただきたいです。

ておりますのでそれをみていただいて、もちろん先ほ

どからお話があるように、短期間にですね、全面的に　　匿佐藤】

変わっていくというのはいきませんけども、教授内容　　　それでは私のほうから回答します。少なくとも6単

の充実に向けては努力をしているところです。以上で　　位というものを現在委員会にかけて、なくす方向でと

す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員会にかけているところです。まだ結果は出てませ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　んけど。委員会で議論しているところです。だから分

腱副　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かりやすさという意味では、今回から、アピール文と

　じゃあ工学部の先生。　　　　　　　　　　　　　　いうものを各副専攻の先生から書いてもらってパンフ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レットを作りたいと思ってます。この副専攻をとれば

1鈴木】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どういうふうなメリットがあるのかということと、

　工学部での授業アンケートについての取り組みをご　　じゃあそれぞれの副専攻が独自にR科目、A科目、　B

紹介させていただきます。すべての学科ですべて足並　　科目、C科目、どういうふうにとらなきゃならないか

みがそろってるわけではないので、代表的なものを紹　　というのが一応規則としてあるものは、もう既にパン

介させていただきますが、まず授業アンケートに対し　　フレットのなかに書かれていますけども、それをもう

まして、各担当教官が自己評価を各項目に関してこう　　少し分かりやすく書いてくださいと。そして特にこの

いうふうな評価をいただいて、これは原因がこういう　　副専攻だったらどんなメリットがあるのかというのを

ものだというふうな分析をして自己評価をします。そ　　今後アピールしていただけるようにお願いしてるとこ

して次年度に一体どのような改善を行うかという改善　　ろです。

計画を提出いたします。それをすべて取りまとめたも　　　で、今までこのパンフレットを各副専攻プログラム

のを開示します。それを学生さんがご覧いただくこと　　1ページでしたけれども、2ページにして活字も少し

ができます。　　　　　　　　　　　　　　　　　大きくして見やすくする方向でやっていますし、でき

　それから次年度のシラバスに授業改善計画を記載し　　たパンフレットはハードコピーだけではなくて学情シ

ます、こういうことを改善するというのを約束するわ　　ステムに載せて皆さんにも見えるようにしていきたい

けです。それから一部の学科では教育賞というものを　　と思ってます。これは今現在もやってるはずですので、

設けておりまして、いくつかの項目がその評価対象に　　それらも分かりやすくなるはずです。今現在言えるの

なるわけですが、そのなかでの授業アンケートが項目　　はここまでですがよろしいでしょうか。

として含まれております。レーダーチャートのその面

積がいくらになっているかということが教育賞の評価　　匿津副

の項目になっていますので、非常に重要な意味をもっ　　　はい、他に何か。はい。お2人いるから、まずはそ

てくるということですので、教官は授業アンケートを　　ちらの方のほうが早かったと思います。お願いします。

やりっぱなしということではなくて、学生さんのそう

いう評価、感想に真摯に耳を傾けて授業改善を毎年毎　　【学生】

年努力しているというふうにご理解いただければと思　　　さきほどの人文系の講義が少ないということに対し

います。以上です。　　　　　　　　　　　　　　　　　て齋藤先生のほうから入文学部の授業のほうを受けれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ば他学部の学生がその科目を教養科目のほうで取得で

匿津副　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きるという話があったんですが、その科目について実

　はい。以上補足説明だったんですけども、皆さんが　　際その人文学部のどの科目をとれば教養科目のところ

たのほうでこれだけはどうしてもこれは聞きたいとい　　に認められるのかどうなのかというのが、学生のほう

う内容のご質問ありましたら是非声を上げて。はい。　　が非常に分かりにくいと思いますので、学務システム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のほうと協力するかたちになると思うんですが、例え

1学生1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ば私、工学部なんですけど、Tでコードが始まるんで

　副専攻のことについてなんですけど、さきほど来年　　すが、Pナントカ番号のやつがGナントカの、あの、

からの学生にとって分かりやすいように改善していく　　カッコをつけるかたちになると思うんですけど、そち

ということをおっしゃったんですけど、具体的にどの　　らのほうに該当するというようなシステムを学務のほ

ようなことを考えているのかってのは教えていただけ　　うで用意できれば学生も非常に分かりやすくできるの
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ではないかと思います。その点についてその、提携は　　前向きに検討していきたいと思います。ありがとうご

可能なのでしょうか。　　　　　　　　　　　　　　　　ざいます。

【津田】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匿津田】

　どなたかいかがでしょうか。　　　　　　　　　　　　　それでは他に。はい、どうぞ。

瞭藤】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【学生1

　制度としては逆に言えばGとT以外は全部Gに変わ　　　授業評価アンケートについてなんですけど、そのさ

りうるということになるんじゃないですかね。　　　　　きほどアンケートを反映してとても良い成果が出てる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　というお話をされたと思うんですけど、具体的にどう

【濱口】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いう成果が出ているのかを例で言って教えてほしいで

　これなかなか学生さんも実は教員側の理解というの　　す。

も十分進んでない部分があるんですが、今原則として

はすべての授業科目、つまりいろんな意味で制約が　　【森井】

あってこれがとれないという授業科目以外は、すべて　　　いい結果は声としてあがってこないですね。通常こ

の授業科目が全学生に開放されてるというのが基本で　　ういうときは悪い意見がたくさん出るもんですから、

す。だから逆の言い方をすると、例えば工学部でTで　　改善されて良かったよというような意見はなかなか上

規定されてる科目は自学部の卒業要件の専門科目で提　　にあがってこないということで。私自身は把握してな

示されてるわけですね。それでそれ以外の科目に関し　　いですけど、ただ私を含めて教員全体の意識は変わっ

てはどういう科目をこのカテゴリーとして認めるかど　　てきてると思います。具体的なことを言いますと、昔

うかということは、卒業要件上、きちんと読めば説明　　ですと科目というのはその1人1人独占的にやってし

されてることになります。　　　　　　　　　　　　　まう、属人主義と言ってたんですけど、今ガラス張り

　だからむしろ科目の、授業科目そのものの属性とし　　になってきて、例えば隣…の授業はこんなことやってる

て、ある授業科目にHの科目とGのコード両方つける　　とか、教員同士が分かるようになる。これ非常に授業

というようなことは、むしろやりたくない。そもそも　　を進めることで大事なことなんですね。レベル上げて

そういう性質のものではないというふうにわれわれは　　いく、社会の要請にあったような授業を進めていくか

理解してます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どうか、まあ、少しですけど教員同士がみれるように

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なった、こういうの利点かなと思います。

【学生】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それからさきほどちょっと各学部で改善効果が出て

　ありがとうございました。　　　　　　　　　　　　きてるとお話しましたけど、この授業アンケート結果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は全学の集計はちょっと時間がかかるということで独

【津副　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自の各学科、各学部でまとめてそれを学期末の評価会

　よろしいですか。じゃあ、前の方どうぞ。　　　　　　議ですね、とりいれて、この授業、さっき言ったガラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ス張りですからお互いの授業分かりますので、じゃあ

【学生】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この授業はこうこう、こうやって、次のセメスターに

　授業評価アンケートについてなんですけども、授業　　こう改善しようと、そういう動きが、まだここと、ご

評価アンケートのオレンジの紙と青い紙と2枚あるん　　こというふうにたくさんはないですけど、部分的には

ですけど、授業の終わりに、終わる5分くらい前に渡　　そう出てきてますけどね。さっきも言いましたけど、

されたりとかして、青い紙に授業の科目名とか名前と　　なかなかいい意見というのは、教員で周知しようとし

か書いて、あと全然書かずに提出する場合がすごく多　　てるんですけど、なかなかまだいっぺんにこう波及効

いんですよ。だからオレンジの紙と青い紙を一緒に1　　果がきてないというのが実情ですね。

枚にしたほうが、その資源的にも有効なんではないか

なというふうに思うんですけど。　　　　　　　　　　　【津副

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個別には先生方、ちょっと改善されてきてるという

【森井】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ので、授業評価をちょっと経年的に見ていただきます

　そういう意見はたくさん出ておりまして、今学期は　　とその先生上がってるなとかってたぶん見れると思う

ちょっと時間的にもう間に合わなかったので、来学期　　んですね。そういうところに出てきていると思います。

から検討したいと。少しちょっと印刷屋さんとの関係　　　他に何かございませんでしょうか。よろしいですか。

とかもありますので、そこだけちょっと難しいとこも　　じゃあ次に、時聞もあれですので最後に討論していた

あるんですけど、しっかり、まあ、空欄というのが多　　だきますが、6の施設設備についてよろしくお願いし

いので、資源とか考えると非常に重要なご意見なので　　ます。
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瞭脚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ん今タッチしないと開かないようにしたと思うんです

　施設設備についてなんですが、この問題はいろんな　　けど、そういう改善も図られているんですけど。

のが出ているんですけども、考え方を先にお話しした　　　ということで、こういった問題が、考えるとそんな

いと思います。で、ここに両端があってつまり、お金　　に悪くないと思うんですが、もし、いやいや、危険だ

をいっぱい使って、整備をいっぱいするっていう解決　　と日々感じているというのがあればそれは恐らく改善

の仕方と、お金がないから入の協力でなんとかそれを　　されると思います。ですからぜひ声を出していただき

対応する捕らえ方があると思うんですね。で、もう1　　たいと思います。

個は規則をがんじがらめにして管理して解決しようっ　　　それから次はたばこの問題があると思うんです。こ

てのと、やっぱり入に頼るんですけども、その結果は　　れも管理するんだったら、もう全館が、今全館禁煙で

自由はかなり保証されるという、これが基本的考え方　　すよね、もうキャンパス内全部だめというやり方があ

だと思っていて、この2つの間のどこに、どこで解決　　ると思うんですが、ただその、私はまったく吸わない

するかっていうことを結局考えるしかないと思ってま　　人間なんですけども、健康に害を与えながら税金を

す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　払っておられる方がいるわけですよね、たばこを吸
　例えばどういうことかと言いますとですね、まずセ　　うってのは。おそらく、勝手な想像ですけども、気分

キュリティの問題、セキュリティの問題で、例えば5　　転換になっていて、仕事をやるときに、それがないと

ページの真ん中よりちょっと上に、学生が平日午後の　　どうかとも思いますけども、おそらくある利点もある

8時以降、土日にも大学に入れるようにしてほしいと　　だろうと。そうなるとこの2つの問でどこで妥協する

いう。これと、一番下のところの大学4年生や大学院　　かということになるかということになって、私も入ロ

生はセキュリティカードで大学に出入りできますが、　　そばに灰皿があるのは問題だと思ってます。それは絶

ときどきセキュリティカードを使って出入りする人や、　対通らなくちゃいけないところ、あるいはバス停とか

大学から出ていく入に合わせて便乗して出入りする人　　ね、そういうのは問題だと思ってるんですが、いい例

が見受けられます。これは防犯上問題ないでしょうか、　はA棟の外出たとこの横にありますよね、しかも柵が

というのをいただいてます。もちろんお金があれば全　　ついていて。あれはすごくいいなと思っていつも見て

員セキュリティカードを渡せば解決するでしょう。そ　　るんですけど。ですからどこかでは吸えて、なおかつ

れから管理の問題でいったら防犯上は、もう本当に　　人が絶対通らなくちゃいけない場所じゃないところに

入っちゃだめと、一緒について入っちゃいけないと　　作る、というのが今のところの最高の解決策だと思っ

いったらそれは解決すると思うんですね。ただ、じゃ　　ています。

あそんなお金があるのかという問題、それから、もし　　　一応皆さんのほうから見ると、学生からそんなこと

かしたら今まで皆さんのなかにも、入れないのに誰か　　に関して意見聴取があったかというと、これはないで

が出てきたから入れちゃう、ラッキーっていう瞬間は　　すね、きっとね。なかったと思うんですが。それから

おそらくあったんじゃないかと思うんですよ。そう　　なぜ人通りの多い場所に設置したのか、一つだからど

なったときにどこをとるかっていう問題で、例えば制　　こでもいいわけではない、私もそう思います。それか

度としてこちらができるのは、メールを流して、最近　　ら喫煙所を設置して効果があったと考えているか、全

セキュリティで問題があって、勝手に入る人間がいる　　く効果があったように感じないとあるが、私はあった

から入るときには学生証の提示を求めてくれと教員に　　と思います。だって昔はなかで吸ってたわけですから

メールを流すことはできます。ただおそらくお金がな　　ね。それでそれはやめてあそこで吸おうということに

いから制度としては、まあ、あるかもしれませんけど、　なってるわけですから、おそらくあると思っています。

一番やりやすいのはそういうことだと思うんですね。　　それが一応喫煙に関しての問題です。

ただじゃあ、そうなったときに自由さはどうなるかと　　　それから先ほどのセキュリティとも関係があるんで

いうと、やっぱりいちいち学生証を出さなきゃいけな　　すが、駐車場とか車の構内の出入りについてですが、

いし、それから教員のほうもメール流しても、じゃあ　　夜になると怖いお兄さんが運転する車が自由に出入り

全員やるかって言うと、面倒くさいといってやらない　　するので規制してほしい、とそれがあるの私まったく

入もいますね。　　　　　　　　　　　　　　　　　知らなかったんですけども、もしこれもですね、もの

　となると、結局今なっている状態、そんなに悪くな　　すごい不安を感じておられるという声がいっぱいあっ

いんじゃないかと私は思ってるんですがいかがでしょ　　たならやっぱり考えるべきだと思います。ただ今のと

うか。もちろんセキュリティは問題あるというふうに　　ころ聞こえてきてます？誰に聞こう…高橋さん入って

皆さんが日々感じておられるようだったら、メールは　　ますか？あんまりないですよね。それもちょっと調べ

流せると思います。気をつけてくれということでそれ　　ないと分かんないですが、それでそういうことに対し

で学生証の提示を求めることはできると思います。　　　て、金かけるんなら全面ゲート。それでもう他の車は

　ちなみに昔は銀行のカードで開いたりとかですね、　　絶対入らないということは、おそらく金をかければで

それから下敷きをかざすと開いたんです。だからたぶ　　　きると思います。
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　ただそうすると今まで土日だから入れるといって　から4階あがるところになにか立て札出てますね、研

入ってった人もいますよ、きっと。学部学生も。でも　　究室があるから入るなみたいな感じで。で、そういう

そういうのはできなくなるわけですね。だからこれも　　マナーで解決、人で解決できるものだっていっぱいあ

どこかで線を引かなくちゃいけない問題であって、私　　ると思うんだけど、残念ながらその410の問題に関し

は、もう本当に申し訳ないですが、今がそんなに悪い　　ては、おそらくそっちを使ったらものすごい声になっ

とは思ってないんですけどもいかがなんでしょうか。　　てだめなんだろうという判断だと思っています。

ただ、もっと駐車場ってのがスペースないので、それ　　　以下そういったマナーに近い問題をはさみながらお

よりも作りたい施設がおそらくあるだろう。それから　　答えしたいんですけども。例えば教室がなんか汚いと

学部生全員に入構票を出すのもこれもおそらく施設的　　かそういうのもあったと思うんですけど、これに関し

に無理なんですね。　　　　　　　　　　　　　　　　て言うとですね、例えば業者さんが掃除に入ってます。

　それから自転車に関してなんですけども、工学部の　　ですからお金を使えばさらにきれいになるでしょう。

門に自転車が通れる分のスペースの設置というのは、　　ただそれだけでなくて、実は学務部の職員の方もです

これはあったほうがいいのかと思うんですがどうなん　　ね、私も授業やって最後5限終わって質問うけたりす

ですか、これ。通れないんですか、自転車で、これ。　　るといらっしゃって掃除されてます。なんでそうなる

どう意味なんでしょう。　　　　　　　　　　　　　　かというと、学生の皆さんが、本当ひどいですね、ポ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イポイi捨ててあるわけですよ。ティッシュとか。だか

【鈴木】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら拾わなきゃいけなくなってるわけで、これもマナー

　通れないことはないですね、工学部を代表して言い　　を守ればこういうのに向けられる人的資源なりお金な

ますが、北門のことをさしてるんだと思うんですけど　　りを他に回せるわけですね。ですから人で解決できる

も、まっすぐそのまま乗ったままで通れないという意　　ところは一緒に協力して解決したいと考えているんで

味だと思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す。だからこれ皆さんこういうこと聞いたら是非友達

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なんかにも言っていただきたいんですけども。

【佐藤】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そうやって、変な言い方ですが、お金が節約できれ

　単車、バイクを防ぐためにああいう形にしたんだと　　ば7番の図書館の本が増えるということになるわけで

思うんですけどね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　すね。あるいはもしかしたら傘立てもできるかもしれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ない。ただ、まあ、傘立ての問題はどこに書いてある

【齋藤】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かというと、ちょっと見失って申し訳ないんですけど、

　だということだそうですが。それからいくつか個別　　外に置くと盗まれるから中に作ってほしいみたいなの

の問題お答えしたいと思うんですが、F棟が暗い、す　　があったんですけども、そういうのもできるかもしれ

ぐできるか分かりませんが、それがこのB棟がものす　　ませんが、まあ、その場合は袋を用意するのがいいか

ごくきれいになったから感じていることであって、昔　　と思うんですけども。6番の最後から2番目ですか。

はここはきれいじゃなかったです、実は。このへん水　　それからですね、「速度おとせ」の看板がぼこぼこで

の漏れがあったりして、そんなことがありました。　　　みっともない、撤去を。というのをいただいたんです

　それから講義室が使用中なのかどうなのか分からな　　が、私は確認してないんですが、ただぼこぼこのほう

いで誤って入ったりするという話なんですが、最近そ　　が速度を落とさないとああいうふうになっちゃうそと

こ見ていただくととわかるんですが、見えるようにつ　　いうのが見えていいんじゃないかというような気もす

くっていってるのでそれでどうかと思うんですけども。　るんですけど、個人的な意見なんですが、もしそう

昔多分見えなかったんだと思いますけど。　　　　　　　じゃなく、本当にみっともなかったら教えていただき

　Gの410が教室は広いけども入ロが一つしかないと、　　たいと思っています。

それで移動が大変だと。これは私も感じているんです　　　ということで、最後変な話になってしまいましたが、

が、しかもGの410はですね、講義するところに二つ　　このあたりについては是非教員と学生で人的資源で対

ロがあるんです。だからもともとの設計はおそらくそ　　応できるとこは対応したいなと思うんですが。掃除の

ちらから出入りだったと思うんですよ。じゃあなんで　　問題とか、あるいは傘はそもそも持っていかなければ

それをやらなくなってるかというとですね、皆さん分　　大丈夫なわけなんで、あるいはタバコに関しても今は

かってると思うんですが、授業を早く終わったりした　　ああいうふうなルールになってますが、くわえタバコ

ときの学生の皆さんの声がものすごいです。今日も私　　で歩き回ると本当にキャンパス全部禁煙て措置になる

もGの311で授業してましたけど、終わる前からもの　　だろうし、そういうところを是非暮らしやすい大学を

すごい声なんですね。だからあっち側には研究室が　　皆さんと一緒に作っていけたらいいと思います。

あって、静粛って書いてあったりしてるんですね。昔　　　今1個めくって思い出しました、ごめんなさい。最

はもしかしたら通れたかもしれない。でもあまりにも　　後一つですが、学務情報システムとか掲示の話、さっ

うるさいのでだんだんだめってことになって今は3階　　きちょっと出たんですが、農学部3年の方から掲示板
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の掲示だけでなくメールを送ってほしいということで、　匿学生】

これに関しては人文の荻先生からもありましたが、教　　　セキュリティカードについてなんですが、セキュリ

員に周知を図っていて、だんだんそういうことになる　　ティカードっていうのは私たちの場合、上の学年から

のだろうと思っています。以上ちょっと駆け足でした　　配布されるもので下の学年はもらえないんですが、そ

が私からの回答です。　　　　　　　　　　　　　　　れはすべて学生証で賄うことってのはできないんで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょうか。学生証をセキュリティのところに挿したら

匡津田】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸が開くっていうのが一番学生にとっては楽だと思う

　はい、ありがとうございました。それではですね、　　んですが、そちらのほうになることはできないんです

何か補足説明等ございますでしょうか。先生方のほう　　か。

で。図書館の関係とか。図書館の方いらっしゃいませ

んか。ここの6ページのところの木々が無駄に多い、　　【濱口】

よってチャドクガが…チャドクガがよくわからないん　　　技術的にはできます。自然科学研究科の建物は学生

ですけど、増殖につながる、ってのはこれはすごく危　　証で入校カードがわりになってます。それでむしろ問

険なんでしょうか。危険だったら対応しなきゃならな　　題はその技術的な問題とかそのお金の問題とかいうよ

いですね。ちょっとそれはあとでまたこちらですると　　りは、さっき先生がおっしゃったように、本当に20時

して。何か皆さん方のほうで施設設備等についてこれ　　以降入る必然性があるのかという問題のほうがたぶん

だけは是非具体的に答えてほしいというような…はい。　大きい。それで大学というところは庁舎のなかに事務

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部門をかかえて、事務部門にはいろんな秘密の書類、

妖橋】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皆さんに公開できないような書類等がたくさんありま

　私教官ですけども、さきほど怖い車が走るってのが　　す。それでそういうところが全部一括の建物の中に

ありましたけども、夕方4時半を過ぎますとですね、　　入っているので、誰もが大学の中に入れるという状態

西門にたくさん車が入ってくるんですよ。あれをぜひ　　をつくるわけにはやはりいかないんですね。

やめてもらいたい。それからウィークデーより土曜の　　　だからある程度選んでこのグレードならばこういう

方が車が多いんです。本当は非常に問題だと思う。だ　　かたちで入れる、ということを許可してる水準という

から私は思うんですが、私は来年はいませんが、ゲー　　のが、今多くの学部では4年生以上は、まあ卒業研究

トを作って、自由に出入りできないようにしたほうが　　課題研究等の必然性があるので入校は認めるけども、

いい。さきほど夜8時に来て入りたいという学生さん　　3年以下の学生さんにはそういうかたちのものをやっ

がおられたんですけど、大学ほどルーズなものはなく　　ていないというのが実情だと。

てですね、夜8時に出入りするのはあまりにも自由す

ぎる。ですから、きちんと夜はこなくていい。それか　　【津副

ら夜来てアパートにいるより大学のほうが暖房が助か　　　よろしいですか。

る、で来てる人もいるんじゃないかなと私は思う。で

すから、余計なこと言ったんですが、ゲートを作って　　【学生】

ほしい。誰でも自由に入れないようにしてほしい、と　　　でしたら4年生全員、例えば4年になれば全員入れ

いうのが私個入意見です。　　　　　　　　　　　　　　るとか、そういう選んでカードを配布することはでき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ないんでしょうか。私たちの場合、4年生は全員配布

蛋齋藤】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　されるわけではないので。一部の入にしかもらえなく

　はい、承りましたが、今どうこうできるかはお答え　　て、それを、まあ、電話して「開けてください」みた

できないんですけど。ただ夜に車が多いのはもしかし　　いなかたちで、やっぱりそうすることしかできないん

たら夜問主コースの学生さんかなと思うんですけどね。　で、すごい今私たちの主に使っている戸が壊れていて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入れない状態で、すごい遠回りして入らなきゃいけな

【津田】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いのでご検討願えればと思います。

　じゃあまた参考意見としてちょっと検討させていた

だきます。それでは皆さん、まだ45分くらい時間があ　　【濱口】

りますので、なんでもよろしいので、是非これだけ集　　　　きわめて個別的なこの建物がどうこうということに

まって頂いてるんですから一人ずつ声をあげて、これ　　関する管理っていうのは、ひとつひとつの部局でやっ

だけは言ってお1こうと、質問していっていただきたい　　てもらっているので、まあ、それぞれの部局の問題な

と思いますけど。自由に。先生方、職員の皆さんもい　　のかというふうに思います。例えば理学部は多分4年

らっしゃってるので答えていただけると、もらえると　　生以上は全部入れるようになってますよね。だからそ

思いますので是非声を上げて。はい、どうぞ。　　　　　ういうことの取り扱いってのもあろうかと。
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【津副　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せんか。はい、どうぞ。

　ちなみに何学部？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匿学生鼠

K学生】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工学部の学生です。学部固有の問題のほうに入っ

　教育です。　　　　　　　　　　　　　　　　　ちゃってるんですが、9ページの下から4番目くらい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ですかね。研究室配属の選定方法がGPAの順番や、

匿津暉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くじ引きなど、各研究室におけるとなってるようです

　あ、教育。教育の先生いらっしゃいますか。　　　　　が、公正を期すべきではないでしょうか。これは他の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学部では違った方法でやってるんでしょうか。それと

【冨田】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も、どんなふうにやってるんでしょう。いろいろお話

教育では学部全体としては統一規格はないと思いま　　をお聞きしたいんですが。

す。各先生方、学科等でどう対応するかになってると

思います。とりあえず指導の先生にお話をされてみて　　轍員】

はいかがでしょうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　たぶん、千差万別だと思うんです。

【津田1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【学生1

　それでは他に、どうでしょうか。これだけ皆さんい　　　千差万別で、その決められてるとしたら学生のほう

らっしゃるんですから。是非声を上げて何かを言って　　としては研究室配属は重要な問題ではないですか。例

いただきたいと思いますが。ありませんか。　　　　　　えば1年生のうちにこういう方法でやりますみたいな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のをちゃんと提示してもらうとかなり嬉しいんですけ

【濱口】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ど。例えばGPAとかをその3年生の、その研究室配

　津田先生ちょっとよろしいですか。実はさっきから　　属の直前に言われても、もうどうしようもないみたい

大変興味深く思ってるんですが、一番最初に話題に　　な。そういうのをもっと統一してもらうことはできな

なった学力の低下が目立つと書かれた方がおられて、　　いんでしょうか。

その趣旨を是非お聞かせいただきたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【津田】

【津副　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゃあ、先生すみません、工学部の先生。

　はい、じゃあ学力の低下が目立つと、理学部の3年

生の方ですけどいらっしゃいます？　はい。　　　　　　【鈴木1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まず研究室配属の方法についてということなんです

【学生】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けども、すべての人問が、例えば学生であれ、教官の

　これに関してなんですけど、自分は地質科なんです　　立場であれ、すべての人間が満足する方法というのは、

けど、人数を集めて紙を配って意見を言ってもらいま　　まずあり得ない。どんな方法をとっても必ずどこかに

した。上の人の意見なんですがこれは。で、普通に考　　不満があるんですよね。ですから各学科においては、

えて自分のときはできたのになんでできないのかな、　　その事情の許す範囲でもっとも公平、公正であろうと

というのもあると思いますし、あとは昔、学部3年生　　いう方法で研究室配属を行っている。例えば希望する

で習っていたことを今のマスターで習っているとか。　　研究室が仮にあったとして、それを制限を設けずに希

まあそれは時間の制約とか何かいろいろあるかもしれ　　望する学生全部、希望する研究室に配属したらいいん

ないんですけど、そういう点においても学力が低下し　　じゃないかと。まあ、これが一番学生さんにとっては

ているんじゃないかという意見だと思います。　　　　　満足できる結果になるかもしれませんが、いざそれで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入ってみると一研究室に学生が集中すると一人ひとり

【津田1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に細かい指導ができなくなる。周り回ってみると当然

　先生、何かコメント、それに対して。　　　　　　　　受けられるであろう指導を受けられなくなる。そうい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う意味だと不利益がおこるわけですよね。そういう点

【教則　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で考えても必ず不平不満が出る。ですので現在は各学

　ちょっと、コメントしようがない。　　　　　　　　科の事情が許すところでの方法で対策が行われている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　という感じです。

【津副　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それからあと、その研究室配属をする方法の周知で

　何か他に先生方でありませんでしょうか。　　　　　　すけども、特にJABEEを受けている教育プログラム・

　それではどなたかありません？皆さんのほうから。　　学科では、研究室配属はこのようにやりますよという

はい、ちょっと言いたそうですけど、どうぞ、ありま　　ことを学科のホームページで周知していますので、1
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年生のガイダンスの際に、こういう方法で行いますと　　すけど、これはまあ、どちらかというと学部に移行し

いうことで話をしています。　　　　　　　　　　　　　たあともその教養科目的な科目としてとってもらう科

　で、工学部の場合は学科においてはコース分けって　　目なんですね。それをなぜとるのかが分からないとい

学科もありますが、コース分けにおいても方法は周知　　うこととか。

してますので、突然これでやるよというふうにはして　　　それと展開澱種、これは専門科目なんですけども、

おりません。JABEEの認定をうけてるところという　　これを広く他の違った分野の専門科目からもとってく

ことで、すべての学科がJABEEをうけているわけで　　ださいということになってるんですね。このへんのと

はないので、そういうふうになってない学科もひょっ　　ころも分からないというようなことが質問としてある

としたらあるかもしれません。　　　　　　　　　　　わけなんですけども。

　ですのであなたの学科がどうなってるかというのは　　　これいずれも共通していえることは、これ私の考え

ちょっと分かりませんけども、だいたいそういうふう　　るところでは、というか他の齋藤先生や他の人文学部

に配属をしてるということで、もしそうでない場合は　　の先生方もいるんであとでお話していただければと思

事前にちゃんと周知するようにということで、お話し　　うんですけども、これはやはり人文学部の特色でもあ

たいと思います。よろしいでしょうか。　　　　　　　　るんですね。要するに入文学部の特色として、やはり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　語学教育を非常に重視してるとかですね、それから少

碑副　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人数教育を、まあ、演習のかたちのものを1年次から

　よろしいでしょうか。　　　　　　　　　　　　　　　4年次までやるとかですね。それから専門科目をやっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ても、やはり教養科目が非常に重要になってくるとい

階藤】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うですね、そういうような意識のもとでつくられたカ

　あとこちらから、例えばゼミの配属のように1年生　　　リキュラムというのがやはり根本にあると思うんです

のときから、3年生でやることを知りたいという意見　　ね。

もあったということも各学部に伝えておきたいと思い　　　したがって学生さんが良い学問、生活を学んでもら

ます。もちろんいらしてるんですけど。それに関連し　　うために人文の先生方苦労して細かなカリキュラムを

て人文のとこにあったと思うんですが、外国語の選択　　組んでいるというところでもって、そのためにこの取

が3年生で違うものがあると。それは実は入学前に決　　り方が非常に複雑になってるということがあるとひと

まっているのでどこで知らせるかという問題もあるん　　つ思うんですね。単位のとりかたとかね。そのために

ですけど、3，4年で制約のあるものについては1年生　　先生方でもきちっと理解できてない部分があるという

から周知したほうがいいものもあると、そういうふう　　ことにつながってきていると思うんですね。

な学生から意見があったということは伝えたいと思い　　　ですからそのへんのとこにつきましては人文学部、

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他の学部でもそうなんでしょうけど、人文学部ではア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドバイザー制というのも設けておりまして、これ1、

匿津副　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2年生の学生さんにアドバイザーがついて、いろいろ

　それではまだ30分時間がありますので、個別の皆さ　　カリキュラムをどう申心に指導するということなんで

んから出してもらっている学部固有の問題について、　　すけど、ただそこでもおそらく聞いても分からないと

これならここで回答いたしますというものがありまし　　いうことでこういう疑問が出てるんだと思うんですね。

たら、先生方にコメント、ご回答をお願いしたいと思　　これは今言いましたように非常にいろいろ積み重ねる

うんですが。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ということで、カリキュラム自身が、それが単位の取

　入文学部の学部固有の問題についてはいかがでしょ　　り方が複雑になってるということによるんだろうと思

うか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うんですね。それを解消するために各年度初めにアド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バイザー会議というのを開いてるんですね。そういう

【教員】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ところで先生方に取り方とかカリキュラムのことにつ

　個別のことですから他の皆さん方にはお話しても分　　いてとか、そういうようなFDをやってるんです。た

からないんじゃないかなと思うんですけど、いずれも　　だ毎年やってるんですけども、それでもまあ、理解で

非常に難しい問題なんですね。それで充分なお答えが　　きない先生方、まあ僕なんかもそうなのかも分かりま

できるかわかりませんが、この中のいくつかを取り上　　せんけどね、多いということですので、その年度初め

げてみますと、例えばカリキュラムを理解してない教　　のFDというのをさらに充実させて、より先生方、理

員が多い、これは非常に頭の痛い問題でありますけれ　　解できるような体制にしていきたいというのが、まあ、

ども。それとか人文総合磁種、これ他の皆さんは分か　　ひとつお答えできる回答かなと思います。

りませんでしょうけど、それの必要性が分からないと　　　それから高年次における総合科目H種、皿種という

いう。例えば人文総合H種、班種っていうのは、要す　　のは高年次における2、3、4年次における教養科目

るに2年次、3年次、4年次においてとる科目なんで　　的な科目なんですけども。これはやはり専門科目を3、

一72一



4年のときになると専門を勉強することになりますの　　です。

で、そういうところにおいて他のそういう科目を勉強

するというようなことによって、まあ1年生では分か　　【津田1

りえなかった、専門を勉強したからこそ方法、勉強方　　　はい、よろしいでしょうか。じゃあ他に理学部だと

法とかそういうことを専門的に、そしてそれぞれ特有　　か医学部だとか、何か先生ありますか。じゃあ、木竜

の方法に基づいて、学問を自分のテーマに沿って深く　　先生のほうから何か皆さんのほうに質問があるそうな

研究するわけですけど、そういうときに他の分野、科　　ので、じゃあ今度は皆さんから質問がないときは先生

目についても勉強することによって、1年2年では見　　方のほうから質問をしていただきます。

えなかったものが勉強できると。特に方法論なんかは

そうだろうと思うんですね。そういう意味でも非常に、　【木竜灘

われわれ教員からみたら役立つだろうということでお　　　せっかくの機会なので、学務情報システムを使って

そらくこういう科目設定をされてるんだろうと思うん　　今年度から、いわゆるアンケート調査っていうのを頻

ですね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繁に始めたんですよ。というのはやはり授業評価アン

　ですから学生さんのほうもそういうことで専門のこ　　ケートの紙っていうのはちょっと時代遅れのような気

とを勉強すればするほど他の科目のやりかたとかなん　　がして、実は授業評価アンケートというのは先生ごと

かですね、そういうことを勉強すると非常に役立つと　　に学務情報システムを使ってアンケート調査できるん

いうことなんだろうと思いますね。ですからそこんと　　ですね。で、あれをやれば一発ですぐ円グラフである

こはむしろ積極的にとらえてもらって勉強していただ　　とかいろんなグラフがすぐ出るんですよ。直接教員の

ければというふうに思う次第でございます。　　　　　　ほうに情報がいくようになってるんですね。

　これは答えにはなってないですけども、まあ、そう　　　ただやはりいろいろこういう話を出すと問題だとい

いうことを感じたりします。そういうようなところで　　われるのは、必ずしも学生さん全員コンピューターを

すね。それからいろんなことがありますけども、語学　　使ってるわけじゃないよとか、それから大学のなかで

のことがいくつかありますけども、これについては齋　　全てそういったようなシステムがあるわけじゃないし、

藤先生とかそれから他の先生方、高橋先生なんかも語　　ということもあって、で、今年いろいろ動かしてみて

学のことについても詳しいと思うんで、そちらのほう　　るんですが、やはり一般的なこのアンケート調査をみ

を聞いて。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なさんからいただける、大体そのアンケートの結果が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今1割なんです。つまり大体1万人いると数百人しか

【津副　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アンケートに答えてくれないんですよ。やはり学務情

　だいたいお話をしていただいたので。　　　　　　　　報システムを通じてそのアンケート調査するってこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に関しては、一般的な言い方だとちょっと本当言うと

【荻】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無理があるのかなと。どうでしょうね。

　それじゃこんな程度で。さらに追加であればお答え　　　例えば授業評価アンケートというのを紙のベースが

いただければと思います。　　　　　　　　　　　　　　いいのか、このまま。あるいは学務情報システムを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使ってやっていけるのかどうか。そのところをちょっ

【津田1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と皆さんの現状といいますか、意見でも結構なんです

　何か追加で簡単にありますでしょうか。じゃあ簡単　　がお聞きしたいんですけども。簡単に手を挙げていた

に経済学部の先生、理学部、医学部の先生なにかあり　　だくのが一番早いと思うんですが、将来的には学務情

ませんか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報システムを使ったアンケート調査、つまり紙のベー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スをやめにして、コンピューターとか電子媒体を使っ

【山口】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ての調査にしたほうがいいと思う入、ちょっと手を挙

　はい、経済学部については自分が学部や学年でどの　　げていただけますか。…やっぱり紙のほうがいいと思

くらいの位置にいるのかが分からないということなん　　う人は？授業の中で。…ああ、まあ同数くらいですね。

ですが、この給付制の奨学金についてですね、その候　　　ということはいろいろ考えてみたいと思うんです。や

補者を選ぶときにその都度一定の単位数を取得してい　　はり今現在いろいろと学務情報システムを通じてアン

て、GPAの上から何人ということで選んだりはする　　ケート調査してるものに対しても、それなりのレスポ

んですけども、他の学部はどうか分からないんですけ　　ンスがあればわれわれとしてもその方向で動かす可能

ど、経済学部に関しては継続的に、学生があなたGP　　性を探りだせます。

Aで何番というかたちで、そのGPAに基づいて学生　　　ただ今現状の今現在のちょっとしたアンケート調査

の順位付けをしてそれをひかえてるというようなかた　　に対して、まあ、これは面倒だといって多分アンケー

ちはしてませんので、学生から照会をうけても学部あ　　トに答えてくれないんだろうなとは思ってはいるんで

たりのほうではちょっと対応できないというのが現状　　すが、ちょっと1ケタ台ではですね、ちょっとその学
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務情報システムを通じたアンケート調査には踏み切れ　　近な先生方に言われれば、そのそういうほかの学部の

ない。というとやっぱり紙にならざるを得ない。授業　　授業、3年とかになればみるんですけども、1年の頃

の一番最後に紙のベースでやってもらって、当然紙で　　はあまりそこまで意識がいかないと思うので、先生方

すから集計に時間かかりますよね。教員がやってるわ　　のほうから積極的に、誘導じゃないですけども、そっ

けじゃないですよね。職員がやってるわけでもないし、　ちも見てみたらいいんじゃないかということを言って

外部に委託する場合もあるし、紙でテキストで文字で　　いただければ、もう少しそういったせっかくのこうい

書いてあるわけだから、これもまたテキストベースに　　う総合大学を活かせるんじゃないかなと思うので、そ

落とすのは膨大な経費と時間がかかるわけですけど、　　ういったことも一言加えていただければなと思います。

そうなってくると、すぐにここに書かれているからと　　　あと、これは意見じゃないんですけども、これを読

いって反映させていただくには、半年ないしは1年か　　んでいて、本当に学生のマナーに対する意見結構多い

かるというのは当然分かりますよね。　　　　　　　　　じゃないですか。これはむしろ私たち学生側が言って

　だからそういう現状を踏まえて、ぜひとも学務情報　　いかなきゃならないことだと思ったので、このような

システムとかそういうものがありますので、積極的な　　ことで悩ませてしまって申し訳ないなと逆に思ってし

活用というものを皆さんのほうでも、積極的なリアク　　まったので、こちらでなんとかしていきたいなと思い

ションで対応していただければそういう対応もできあ　　ました。以上です。（ここで会場から拍手　編集者）

がってくると思いますので、またいろいろとよろしく

お願いします。以上です。　　　　　　　　　　　　　　【佐謝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副専攻に関連してお答えさせていただきますが、1

1津田】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年生の新入生のガイダンスのときにわれわれ全学教育

　はい。それでは皆さん、質問を出されて、自分の質　　機構のメンバーが各学部のガイダンスにお邪魔して、

問を出してですね、誰かに頼まれて、その回答はちゃ　　10分ほどのわれわれが作ったDVDを流して、副専攻

んとうけられましたでしょうか。持ち帰る回答はあり　　の分野水準に関するDVDを流して、そして質問にお

ます？もし事前質問に出しているのに答えてもらって　　答えするようにしています。ただすべての学部にお受

ないというのがありましたら．今のうちですから、是　　けいただいてるわけではなくて、やはりそれぞれの力

非自分じゃなくても頼まれているとか、出しているの　　リキュラムの説明時間などの制限がありますので、す

にまだ答えてもらっていませんというの、ちょっと出　　べての学部に対してわれわれ出向いていって説明しま

していただけませんか。はい。　　　　　　　　　　　すよと申し上げて、いくつかの学部に対してはやらせ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ていただいてるんですが、やはりたくさん説明しな

紅学生】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きゃならない、時間がないというところは残念ながら

　理学部の学生です。質問したわけではないんですけ　　行けてない。そういった感じですが、とにかくその中

ど、以前私の学科の先生と話している時に、大学のほ　　では副専攻がいかに役に立つのかという説明と、分野

うでは副専攻を推していきたいという話を聞いたんで　　水準のほうで他学部の科目をとったりしてもこういう

すけど、毎年学科のガイダンスの際に副専攻の話は出　　分野水準でみなさんが判断すれば、他の学部の科目も

るんですけども、他の連絡事項と同じような扱いとい　　同じように理解できますよという説明はさせていただ

うか、さらっと言って終わってしまうので、そこを、　　いています。今後も積極的に話しにいきたいと思って

なぜ副専攻を、話したときすごく魅力を語っていただ　　ます。

いたんですけど、そういった、大学側が副専攻でせっ

かくこういう制度をつくっていただいてみんなに副専　　【木竜】

攻をとってほしいって思っていらっしゃるんだったら、　　あと学務情報システムの方向からまた言ってるんで

各学部各学科でガイダンスでもう少し説明をちょっと　　すけど、今までその副専攻というのがはたして自分が

強く教員のほうから熱く語っていただいて、もっと私　　とれるかどうかというのが、なかなかそれだと分かり

も、2年の終わりとかに教授とお話したので、もっと　　にくかったので、学務情報システムは頑張りましてで

早くいっていただければと思ったので、もったいない　　すね、そういったようなことがシミュレーションでき

なと思ったってことと、あと教養の科目のGコードが　　るようなそういう機能を年度内にいれます。ですから

あるんですけど、多分おそらく1年生の頃ってなんと　　各学生さんたちで、合ってるところとれてるなと思っ

なく教養はGコードで取っちゃえば楽だみたいな意識　　たら試しにそういう仕組みを使っていただいて、あと

があると思うんですけど、せっかくこういった、総合　　どの科目をとったら自分は副専攻とれそうなのかどう

大学にいるのならば、自分の所属する以外の学部の授　　なのか、そういうことをここで体験していただければ

業をとるっていうのはとてもいい経験になるというか、　と、そういうふうに思ってます。

知識が得られると思うので、そっちの、そのGコード

以外にも他の学部も是非とってみなよということを身
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騨田】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それからその裏面の一番最初に、木々が無駄に多い、

　はい、他に。はい、どうぞ。　　　　　　　　　　　はちとか、繁殖に繋がるってあるんですけど、今年か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら私どもはキャンパスの中の環境整備に努めていまし

【学生】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て、高いところはクレーン車で、私どもでできるとこ

　農学部3年です。後期から自然科学研究科に研究室　　　ろは、職員が例えば夏の夕方に草取りとか枝切りとか

配属されて自然科学研究科にいってるんですが、自然　　やってます。ゆっくりではあるんですけど片付け始め

科学研究科の先生方からメールがきまして、研究室内、　てますんで、もうちょっと長い目で見ていただくと。

建物で飲み会ができなくなりました。これはなぜだめ　　で、危ないところがあれば言っていただければ対応し

なのでしょうか。それからこの禁酒はいつ解禁される　　ています。

のかを知りたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鼠津副

【濱口】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はい、ありがとうございます。それではみなさんよ

　誰もマイクとらないので仕方なく…。私の手元にも、　うしいでしょうか。まだどうしても言いたい方いらっ

どっか学科の事務かどこかから、学内で飲み食いをす　　しゃいます？聞いておこうとか。よろしいですか。だ

るなと、そして宴会もするなというような趣旨のメー　　いたい答えてもらったということなんですね。という

ルが全員に回ってます。それは知ってます。それで多　　ことで、最後に濱ロ先生、閉会の挨拶。

分その問題は齋藤先生がここに書かれた問題だと思う

んです。変な言い方なんですけど、つまり厳密にやれ　　【濱口】

ば飲めませんよね。だけど多分自然研の部屋を全部　　　最後にとくにお話することは実は用意してません。

回って、各先生がたのところに忍び込めばお酒のある　　多分こういう会、最後にお話するべきことは、皆さん

部屋はあるかもしれない。そのへんの実情をどう裁く　　方に貴重なご意見をいただきました、そしてその貴重

かという問題のような、ちょっといやらしい言い方を　　な意見をきちんと受け止めて可能な限りの改善に努め

してるんですが、そういう問題だと思います。　　　　　ていきます、と言うべきなんだろうと思いますが、ど

　それと建前でいえばやはり大学というのはこういう　　うもあまり個人的には、それほどそういうほどのこと

場所ですから、研究室だとかそういうところでお酒を　　でもないなというのが正直なところです。それで実は

飲めない、宴会もできない、それはそれなりの場所で　　さっきちょっと質問させていただいたんですが、学力

やるべきだというのは建前として正しいだろうという　　の低下が目立つというのがすごくおもしろくて、おも

ふうに思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　しろいっていうのは、別に今の学生さんの学力が低下

　だからそのへんの、何が正しいかということを理解　　してると思ってるわけじゃないんですが、学生さん自

していただくというのがまず大事で、そのうえでのお　　身が自分の学力の低下みたいなことを過剰に意識して

話は先生とよくご相談していただきたいというふうに　　る。だけど私なんかとしては、それぞれの学生さんそ

思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れそれのところに立っているわけで、それで今後を考

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えれば自分の立ち位置を認識したうえで今後に対して

【津副　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どうやって戦って生きていくか、というのが学生さん

　はい、何か他にございませんか。はい。　　　　　　　の今後の立場なんだろうというふうに思ってるわけで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す。そしてそういうなかで仮に学生さんが自ら学力の

【泉井】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　低下が目立つというのは、すごく私個人としては興味

　学生支援課の泉井といいます。5ページの8番その　　深く思ってつい聞かせていただきました。

他の一番最初に年次日程の日程が1、2回増えている　　　それでぜひこういうことをやりたいと思います。こ

のがあるんですけど、これはどうしてもやっぱり大勢　　　ういうことまた来年以降もやって、建設的にいかして

の人がくると学部はある程度特定しないと、混雑して　　いきたいと思うんですが、せっかく40何入の学生さん

私らも学生さんもお互いに困ると思って、ある程度の　　にお目にかかっているので、是非アジテーションして

人数でもって学部を決めています。　　　　　　　　　　おきたいんですが、学生さんたちも来年もこういうこ

　実際は、この日来なければアウトではなくて、それ　　とがあると。4年生はもうないかもしれないですが、

それ相談に応じています。ただ後になって「私来れな　　是非その自分の今の立ち位置からさらにステップアッ

かった」と言われても困りますが、あらかじめ言って　　プしていくために、じゃあ大学はどうしたらいいのか

いただければ別の曜日にかえることもできるし、昼が　　ということを真剣に考えて・そして真剣にわれわれに

忙しければ夜、現に6時以降に来ていただいた方もい　　対していろいろなコメントをしていただきたいという

ます。できるだけ、相談に応じていますので、皆さん　　ふうに思います。それでそれに対してわれわれは真剣

のほうから都合悪いというのがあれば言っていただけ　　に対応していきたいと思っておりますので・今後とも

れば対応できます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　われわれ一緒に学んでいくということで、努力してい
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きたいと思います。ありがとうございました。　　　　　を宣伝したほうがいいといわれましたので、一言。新

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　潟大学は卒業して社会に出て活躍できるような学生を

【津副　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　育てるというプログラムとして、学生支援GP、「ダブ

　どうも皆さん最後までお付き合いくださいましてあ　　ルホーム制によるいきいき学生支援」というのをやっ

りがとうございました。先ほどあるそちらの学生さん　　ています。これは2年生、3年生でも入ることできま

が、学生たちのほうも何かをするべきではないかと、　　す。ここのB棟の4階に学生支援部門のB454号室に来

いいことをおっしゃってたので、是非そういう希望が　　ていただければお話できますので、是非興味のある方

ある方は大学センターのほうにいらして私たちで相談　　は来てください。それからホームページも、学生支援

しながら話をつくろうということをしたいと思うので、　部門のページもあります。トップページからちょっと

ご協力をお願いしたいと思います。来年度も対話集会　　入るんですが、いけますので、是非のぞいてみてくだ

に是非ご参加くださいますようよろしくお願いします。　さい。すみません。

どうもありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1津田】

K大副　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゃあ、どうもありがとうございました。これで終

先生、一言。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わらせていただきます。

蟹津田】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（拍手）

一言、はい、どうぞ。

1大島遷

学生支援部門の大島といいますが、今ダブルホーム
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